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次世代スーパーコンピューティング・シンポジウム２００７
2007年 10月３日： at 理研

パネルディスカッション 「継続的に発展する計算科学コミュニティーのために」

物性研究所スーパーコンピュータ・ユーザーとして



計算物性物理コミュニティー

科研費重点領域研究「計算物理学 －物性研究における新展開－」

平成3年度（1991年度）～平成5年度（1993年度）

領域代表者 高山 一

グループ構成

第１班 第一原理からの物性予測
第２班 相関の強い量子系
第３班 コンプレックス系における協力現象
第４班 多体系・巨視系のダイナミックス

東京大学物性研究所 共同利用スーパーコンピュータセンター
1995年稼動開始

共同利用委員会による運営



コミュニティーからの次世代スパコンへの期待

物性研究所におけるスパコンの運用体制

「特定高速電子計算機施設の共用の促進に関する基本的な方針」に対する意見

東京大学物性研究所スーパーコンピュータ共同利用委員会

計算物性物理連絡会



次世代スパコンおよび計算科学推進方策に関して

学術の長期的な発展に寄与する研究を重視

運営の透明性と公正性

計算機資源の配分

選定委員会と分野別審査委員会

課題の設定等

課題選定基準と事後評価

選定委員会と分野別審査委員会の役割

計算機システムへの要望

利用を促進する環境整備

国際交流

課金



計算物性物理

大規模計算

アルゴリズム開発

Monte Carlo 法
N. Metropolis, A. Rosenbluth, M. Rosenbluth, A. 
Teller, and E. Teller, J. Chem. Phys. 21, 1087 
(1953)

Slow dynamics の問題

新しいモンテカルロ法
extended ensemble methods
cluster algorithms



ＮＳＦにおけるペタプロップスマシン利用のプロジェクト公募

・ 科学技術の最先端課題の解決をめざす提案に重点が置かれている

・ ペタスケールコンピューティング環境を使うコミュニティーを作ることが目的の一つ



分野横断型科学としての計算科学・計算機科学

IUPAP C20
International Union for Pure and Applied  Physics 
Commission 20 (computational physics)

計算物理コミュニティー

素粒子・宇宙物理
プラズマ・流体
物性物理・統計物理
ソフトマター・生物物理
教育



人材育成に関するコメント

大学院教育

計算科学と計算機科学の連携

スパコンのチューニング、アルゴリズム開発と
研究との連携

人材サイクルとしての企業への期待


